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人糸状虫症の異種糸状虫抗原忙対する免疫反応

人糸状山症の診断に免疫学的方法を用いる試みは多く

行なわれている(K;蠣.0,1953). Kog独ら(1963)は

動物糸状虫を抗原として皮内反応.血球凝集反応,補体

結合反応等を試みている.また最近,螢光抗体法等の方

法が工VoodruH and 、入liseman (1968),入'antm'ani

抑d sulzeT(1967)等により検討されているが,いまだ

満足な結果は得られていない.田中ら(1968,196のは

実験的にιル0"↓Osoiιles "α,'hN'i をコトンラット, si・

g,Nod0π 1ιiv〕i'1i"に感染させし,αυ'iNii5戈虫を打〔原と

して問接赤血球凝集反応(以下 HA),柿体結合反応(以

下 CF)を行い,感染との一致が93%以上という好成織

を示した,このように実験的に感染させた動物の血清で

同種抗原を用いた場合の反応は明腕に感染,非感染を診

断L得た.しかし,人糸状虫の診断では異極抗原を利用

せざるを得ず,その反応の検討を試みた.

本研究では沖繩県のバンクロフト糸状虫ミクロフィラ

リア(m0 揚性,陰性者血清,タヒチ品のバンクロフ

ト糸状虫 m{陽性血消を用いιim肌ω0ん1" ι'1J'1ノι1!.

Dh,0西んU・m b加U'h"の成虫訓1出の異種抗原による HA.

CF およぴゲル内沈降反応の評価を行つた.また尖験的

な異種問の交叉反応としてし、α'n'Nii感染のニトンラ

ツト血濡キ D. h"mu'抗原で HA 反応を行0た.

方法

はじめに

(昭チ1i48年6 刀 15"受僚)

、.、ナニ1亢風訂士 1)h・0"iα1'a i円1"1ilh'(Diro)、 Lit0 の 1'ミ虫

を PH 7.2の燐酸緩衝生理食塩水(PBS・フ.2)で抽出し,

抽出液に対して虫体乾燥重量を 1:100とした.その^^

0.1m1 を小試験管に分注して一70゜C に保存し,使用毎

に取り出すことにした.この抗原と標準血清との朋でボ

ツクスタイトレーションを行い,抗原・抗体の力価を決

定した,抗原のブJ価は Lit0 1:8,000, Dlr0 上 2,000,

標準血消の抗体価は Ut0 に対して 1:64ρ00, D辻0 に

対して 1:1,000であうた,羊血球は Alse、,eτ溶液で保

存され市販されているものを用いた,羊血球を PBS・フ.2

で5分問,3,000叩m で遠沈し3回洗浄し,最終的に

PBS.フ.2で40倍にしたもの lm1 と 4万倍のタンニン哉

溶液lm1 を370C で15分問反応させ5分毎に振投した、

そののち冷 PBS・フ.2で洗浄し,生理食塩永lm1 に置き

換え, PH・6.、1,0.15M の燐酸緩衝液で最適濃度の抗原

と反応させ,5分問毎に振掘した,0.6%の矼÷常ウサギ

血清(NRS)で,5分問,3,000叩m で遠沈して2回洗

浄し,最終的に lm1 の NRS で置き換え,抗房寺創乍タ

ンニン酸血球を作製した.

反応は,あらかじめ,血沽を NRS で32{音から8,000

倍まで4倍希釈し,小試験管(13mmxloomm)に0.5

m1ずっ分注し,上記の操作で得た抗原感作タンニン酸

血球を0.05m1ずっ加え,撹梓し室温で3時問放置した

あと反応を読み,抗体価を求めた,凝集の判定は J雛obs

& LU"d.の方法に準じ,反応を5段階に分け試験管の

底に嵯集した血球が大きく円を描き,ふちが不明脇な状

態のものを37'ラスとして反応終末点とした.

マイクロタイター法を利用した場合は,ほぽ上記の方

法に準じたが,以下の点に変更を加えた.

羊血球は C5稔mas(196のの力法によりホルマリン固

定し保存した.羊血球は PBS・フ.2で40侠に浮遊し.タ

1. HA反応

用いた HA反応は 1わ10,1'"刑α診断の為の Jacob5

& L岬d.(1野7)の方法に準じた,抗原濃座の測定や人

血清検査の際の対照としての標準血清はιimm0而'ル.ゞ

(Lito)成虫で免疫したウサギ血清を用いた.用tal'J111J



ンニン酸処理は 1:60ρ00の濃度で行つた.抗原感作後

の血球を最終的に NRS に浮遊させるとき,元の血球

濃度の1.5{吾にうすめた.マイクロタイターのけくには

NRS 稀釈血消3滴(0.075mD を入れ,そこに市U原感

作タンニン酸血球浮遊液を 1滴(0.025mD を加え,セ

ロハンテープで覆0てから,よく摂温して室温に放砥し

た. T""nkaどノ"ι(1968)により 1 ● 32以上の抗体価を

示Lた血消を陽性と判定した.

2. CF 反応

力法は小試験管を用い,50%溶血法による'1'社蹴、ka

'り"1(1972),松田ら(1972)の変法によリ行なつた.

被強人血沽は,56゜C、30分で非動化した.標準血清は

HA 長応で使ったものと同様の抗Liゆウサギ血沽を生

理食壇永で10催に殺釈し,65゜C'20分で非動化と脱抗補

体を行なって使用した.わU原は, Li山、 Dir0 成虫を工
ーテルで脱脂し, coca 溶液で打11出した.抽出液は,

C1悼仟ee Ⅲ al(1954)の力法によつた(C1抑Hee 抗原).

ChnHee 抗原と標準血清の問でポックスタイトレーシヨ

ンを行い抗原,抗体の力価を決定した.抗原価は, Lito

1.64、000, DけO L 128.000,標推血消の抗体価は,

Lit0 に対し 1.8偵), Dル0 に対して 11920となつた、

稀府靴々にはゼラチン加バルビタール生食水偶GS)を使

用した.羊血球は AIS小・er 辨液に浮遊されて市1坂され

てぃるものをΠ1いた、羊血球を BCS で3,ooorpm.3分,

巡沈して3回洗浄し,溶血した血色素を波長541mがで

分光光嘘計の浸1定によって,血球湊度を10ohれ1 に訓整

した.溶血素は1:100に締釈して冷蔵座仁保存し,使

用毎に最適儒釈にし,稀釈血球と等量に混合して37゜C.

30分で反応させ,感作血球を作製した.ーカ,市販ざれ

てぃる乾燥補体(東芝化学工樂)を C比印;割伐で溶解

し, BGS で稀釈して補体!孔、 0.2,0.25,0.3,0.4m】

を削いた時の溶血量からグラフ法により補体力価を測定

した.この反応には,3CH帥の補体世を使用した.右,

々の試験管に最適濃座の抗原0.2m!と,10倍より160倍

まで2倍所釈した,検査血済0.2ml,3CH帥の補体を

0.4m1 加え,冷蔵座内で1晩反応させ,のち感作血球

0.2m1 を加え,370C,11侍開加温した.判定は雅U乍血球

を.10%,冊%,60%,90%と溶血させ,溶血度標準液

を作り,各々の脚を反応4,3,2,1,0と 5段階に

分け肉娘的に判定し,40~60%溶血を反応終末.'気とし

た.血消禿釈1:10以上で陽性反応を示したものを,陽

性血清と判定した a'anaka " d11969).

3.ゲル内沈降反応

寒天内で二相性の沈降反応を行な0た.手技は, OU'

C1Ⅱerlo"y の方法で行なった、バノレビタール緩衝液,

1)H 8,6,/,=0.05 を{吏用し,1.5%亦天(Dif'O Nob1■

Ag田)をあらかじめ溶解したのち冷室に保存し,使用

毎に溶した.76mmX27mm のスライドグラスに2ml

の寒天液をのせ室温で30分放価し,碓径15mm の円周

上に等間隔に値径3mm の穴を6個,中心に1個あけ

た.抗Ⅱ乳は Diro, Liro, Aπgiosh'0社gJ,1"S ι'"リ1イリNリ1針S

の3極を用い,成虫を PBS・フ.2 で抽出し,コロージ"

ンバッグ(sartoTius)で濃縮Lた.ゲルの"1,心の穴に免

疫血清を世き,周囲に抗原の連続2倍稀釈液を入れて最
適抗原濃座を求めた結果,乾燥虫体重量の40倍が最適で

あった.被検血清の反応は、ゲルの中心の穴に打σ原を,

囲りに検体血清を入れ冷蔵靡で3日行い,のち生理食塩

水で2膳問洗浄し,37゜Cの瓣卵器内で1日乾燥させた,

のち標本を Coomassie bHⅡiant bl゛e で 1晩染色し,

脱染色を約30分問行い,乾燥後,何等かの沈降線か認め

られたものを陽姓と判定した.

4.血.i寺

iホ繩リ1、捌1覇寸i近郊の IV"ιh'リτ1'i"ム'n"'1'fゾ1i の mf

陽性者15検体の血渚を採取し,市内病院勤務者でm{陽性

にな0た経験のない者83検体を集めて両群を比鞍した.

フラソス領タヒチ島で 1{、.ムαNO'0/1i の mf 陽性者

18私の血消を用いた.この忠店'は DEC の治療をうけ,

その前後の血清の反応の比較も行なった. D股C 投町・は

18日開述続して行ない,1人に0き50mg 投勾・から開始

して,2 罰毎に10omg.150m雪、 20omg、 250mg,30omg

と50mg ずっ増量し,その後,6H間ほ男性40om雪、女

性30omぎを投梨した.

コトンラット血1;青ほ,ι.'・、U・hlii 兵.τ牙き1葬75.リ1りせ支昇§1肆

56検体を用いた.

1. HA 反応

沖掘からの mf 陽性血清,15検体, mι除牲血消,部

検体を Liw. D辻0 抗原を帰いて試験を行った,結果

は,表 1に示す様に, Lit0 抗原で,フィラリア陽性血

清15検体中,陰性反応1,陽性反応Hを示し,陰性血清

では,83検体小,陰性反応5,陽性反兄マ8を示した,ヌ

D辻0 抗原では,ミクロプイラリフ陽性血需再検体中,

砥性4,陽性Ⅱを示し,陰性血濡では部検体巾,除性

6,陽性πを示した.右・々の抗原での mf陽性血清群,

陰性血沽群の抗体価の晃稗比を出した結果,衷2に示す



Table 1 1V.ι'υ此・ルfii Mf 陽性老15を含む,沖

繩の人血i1ιi98検1本に文1するιiι0"10soideS ι"1・hlii,

Dh'0五1αrhι hJI"N'til, Aπgio$b'0"g),ム"ι'Ⅱ1・
i0加π工iぶ抗鯲を使つた HA,CF,1D反応の成綴

Mf

Positive$

Tota1 15

AD紅gen

Neg丑tive5

Tota1 83

1,ito

1)iro

AC

HA

十

SeTum reaction

HA, hem丑gglUιinatio" test
Lito: Litomosoides carinli

CF: complement 6Xation test
Diro: Dh'0/i1α1'ia i"1,"itis
ID: immunodiHuslon test

AC: A"glo$iro"gJ,1U$ ca,1ioneπS"

Lito

1)iTO

AC

CumulatiYe

96

CF

十

Table 3 ι,i/0ナJlosoideS ια1'iJlii,1)iro/11"ria i"UJιi・
N工両抗原に対する HA 反応における各血論の

抗体価の相開開係(沖繩人血#D

ID

十

Table2 沖細の人血沽の HA 反応に郭ける

抗休価別の頻度累菰分布

Antigen :ι1ι0"10S01ι1ι,$'ashlii

ν/U

32>

、^

64

125

250

500

1000

Total

tiιer l :

32> 32 64

脚

32>

PosltiveMf

64

128

250

NO.

128 250 500 10Φ total

Lito anti宮en antigenDiTOν:U:

r=0.470

FS=5'202>F69t=2.99 Signi丘Cant

ビとく, Lit0 抗原において,陽性血清では,陰性率

6.フ%,陽性率93.3%を示し,陰性血1行では,陰性番玲.0

%,陽性率例.006を示した. D辻0 抗原では陽性血消の

陰性率26.706,陽性率73,3%で,陰性血清では除性率

フ,200,陽性率兜,806を示し,両抗原共に陰性血清・陽

性血清で,高率な陽性反応を示した. Lit0 抗原, D辻0

抗原の各々に対ナる陽性血清,陰性血清での抗体価別

の頻度黒菰比を比較すると, Lito,抗原では,陽性血清

群,陰{生血清群がほとんど同様に増加していた, D辻0

抗原では,陽性血清群より,むしろ陰性血沽群の方が抗

体価の商い側に片寄りが認められた.又,右々の血清の

ιlto、 D辻0 抗原に対ナる打"本価の扣関関係を表3 に示

した.相関係数r爵0.470, FS=5.202>F.01=2.79で抑1

定されたF価が十分大きいことから,相関性が認められ

Lit0 抗原の方が抗体価は高く現れた.沖繩からの血清

を検体としたこの結果から, Lit0 抗原, Dir0 抗原を用

いた HA 反応では,フィラリア症の診断が可能ではな

かウた.

タヒチ島からの18検体中,32倍以上の反応を示したも

のは9,321音以下のものは9検体で,1V.ムα加rof五寄

生患者血清の50%が腸性反応を示したにすぎなか0た.

しかし,その中, DEC 治療を受け,その後,血清が得

られたもの15検体(表心についての結果では,12検体

が陽性を示し,陽性率が80%に上昇した.その内 mf陽

性患者で治療前には HA 反応陰性を示していた7検体

中,4検体が陽転した.それは1力月後に採取された血

渚においても陽性反応を示していた患者については,泳

とんどのものが抗体価の変化は認められなかつた,

又陰性反応より陽転しなかつたもの3例中2例は.治

Cumulative
06

6.フ

33.3

33.3

46.フ

66.フ

93.3

93.3
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total
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94.0

100
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6.0
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Tι、ble4 タ

陽性署の

NO.
Serum

no.

mfヒチ島におけるΠ!. oano'0メii

DEC 治疫前後の HA 反応

Mf density
/20ITlmネ

5683

1

250

250

32>

64

;党>

128

32>

32>

32>

128

32>

250

250

誰>

32>

1()00

32>

32

14

128

250

32>

128

30

詑8

.^

32

32

64

:党>

250

250

32>

三鳥

.)

non・infected

3

Table 6 ;巾繩・クヒチの人血沽,コトンラット血

リ11こ 1'ける,ιiι0,Nosoidel Cι11'hN'i, Dh'0/i/dl'iι1
カ""1itis, A"gi05h'ONgJ,hι$ιd,uoheπ工61foj互
を使つたゲル内沈降反応の成績

128

1: before treat1ηent

2: i111mediotely after treatment 、、,ith (1iet11y】cnr,
1)amazine 18 d砥.5 0fteT the initiation of trea【・
Inent

3: about l morltl) afler 小e termination of lTeat・

Inent

Cot【on rat

75

入licT061aTi紅

An6ge訂

32

128

P05itト'es

Tnble5 D辻0 抗瓜を川卜た HA 反応における
1"il0υ1ιIsokiι智 0」,'iNii 晃又リきコトンラジト

血治に計ナる抗体価の分布

Serum teaction

Man on Manon cotton
Okinawa Tahiti rat

++

0 15

0 15

0 15

75玲15Total

Lito

1)iro

AC

Negati、,e5

3?

HA tiιer

1

1::党>

:捻

64

128

250

ιotal

Lito

Dito

AC

Total

Lito :ιilo"10soiι1ι$ι'α1'iπ,1

Diro:1)h'0/11αJリ'" i"υπihs

AC :"1Nglosh'ONgJ,hi$ cd,リ0Neh針S

製した異種抗原で,亥叉反応による HA 抗体の検出を

試みた結果,mf陽性血清75検体中,血清希釈詑倍以上の

反応を認めたもの15 (20%),32倍以下のもの60検体で

あった.又非感染血清56検体は全てが32倍以下であっ

た.(表5)同種抗原を用いた TaMka " aι(1968)の

結果と比較すると,mf陽性血清に対し,異種抗原の反応

性が低いことが1忍められた.

2, CF反応

沖細の血清98検体中の mf 陰性綿例中1例が Lif0抗

原に対して抗体価が1.15の反応を示したのみで,他は

全て陰性であつた(表1).また,タヒチ島の18人からの

記検体にっいても, Lit0 抗原に対し陽性反応を示した

ものはみられなかつた.

3. ouchterlony 法

沖細の血清について, mf 陽性血消では, D辻0, Lito,

Angiosb・og),1"$ aUリ0ノルリ1,dS 抗属〔(AC)全て陰性反応を

示したが陰性血清でDHO. AC共に1検体十っ沈降線を

認めた(表6).

タヒチ島の血沽18は Dir0抗原では金て陰性であつた

が, Lito, AC抗原に対してそれぞれ2検体ずっ陽性を

示した.そのうち 1検体は Lito, A0 抗原のいずれにも

反応した.

Lit0 感染コトンラット血清75検体のうち,同極の

Lit0 抗原に対して74検体が陽性で,1~ 4本の沈降線

が認められた.異種の D辻0抗原に対して7検体(9%)

60

infected

56

療前よリ2倍から4倍の抗体価の上男功電忍められた.総

1十では,1V. b'υ川・0/)i mf 陽性懲岩で DEC 治療を妥

ける桝Nこは HA 反応で陰性を呈していた者の中,治療

後57%の者が陽転した.

実与灸がJ1こιi/0加Osoiι1ι,N αυ'i"ii をコントラッ 1、1こ晃又

染させ, mf が陽性になった個体の血消75検体と,感染

させていないコトンラットの血清56検体を用いて,異種

抗原の反応を試みた. Dh'0πんυ'ia iリ1"N'h'S の成虫で作
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が陽性で各々 1本の沈降線を示し,また,非感染血濡56

検体はいずれの抗原に対しても陰性であつた.

考察

田中ら(1968)はιi/0υ,osoi'ルS "'n'hu'i を抗原とし

て問接血球凝集反応を行ない,実験的に同虫を感染させ

たコトンラットにおいて9n%を越える一致をみた.又田

中ら(1969) 1*コトンラットと 1"'hリh0δ'oiι五・S の子旦会せ

で.補体結合反応を行ない.9506以上の反応の一致を報

じた.

人糸状虫症の免疫学的診断では,上記の様な同雑抗原

の利用が困延なので,動物糸状虫から得られる異種抗原

を使わざるをえない.交叉反応を利用した人糸状虫の免

疫学的診断の試みは,、vnn印(1947), Ridley (1956),

Da0肌aj""i(1959),田巾ら(197のらの CF 反応,

Kagan ιi aι(1963),亘雫田ら(197のの HA 反応の報

告があるが,いずれも良い結果は得られていない.

本研究の以前に東京在住の10数患,およびフィラリプ

症を疑われた本州在住の3例の血消について, ut0 抗

原を用いて HA 反応を行つたが,いずれも陰性であつ

た,これらフィラリア,k流行地の人と, mf 陽性者問の

免疫反応を比較することは尖用性に乏しいので,本研究

はフィラリプ流行地である沖組県の mf 陽性者と陰性

者を比較検討した,その結果,糸状虫の既往歴のない

mf 陰性者でも HA 反応によ D, Lit0 抗原で94%,

Dlr0 村U東では92.8%と高い反応陽性率を示し,逆に mf

陽性者の中 Lit0 抗原で6.フ%, D辻0 抗原では26.796の

陰性を示した.またタヒチ島の Mf 陽性者18名の中50

%が Ut0抗原に対して陰性であつた.

HA反応における異種抗原を用いた場合の反応の基本

的な状況を知る為に,他の寄生虫感染のないコトンラッ

トの感染,非感染群の血消について', Dir0 抗原を用い

て反応を試みた.その結果,感染群の20%が陽性を示し

たのみで,非感染群は全て陰性を示した.このことから

異価抗原で行なつた HA 反応では, mf 陽性血清に対

し十分な鋭敏度がないことが認められた.また人の mf

陰性群では交叉反応が高いことから異郁抗原を用いた

HA反応で人の糸状虫を診断することは極めて困延であ

ることが明らかとなつた.

CF 反応における人ブイラリアの診1折に0いて,田巾

ら(197のは, Lito, D兪0 封σ京を用いて約30%に弱陽

性反応を認めているが,今回の沖繩県の mf陽性者,タ

ヒチ島のmf陽性者の全てに,陽性反応は認められなか

つた、 CF 反応で沖細県,タヒチ島の血清とも全て陰性

を示Lたのは, n'陽性者の血清中に, CF 反応を示t

のに十分な抗体の産生が粉こらないか, CF 反応の特異

性が高いかによるものと考えられる.

Ouchterlon丁法では,1,il0川OsokhS 感染コトンラッ

ト血渚の場合, Lit0 抗原に対しては98.フ%という高い

反応陽性率を示しぐおり, Diro、 AC 抗原に対Lて、そ

れぞれ9.3%,8.0%と陽性率を示している.

沖梱県の mf 陽性者血清に対して,すべて陰性であ

つたが,わずかに mf 陰性者血清の巾に Diro, AC 抗

原に対して,各1検体が陽性反応を示し,又タヒチ島の

mf 陽性者血清のなかに Uto. AC 抗原に対し,各々2

検体に陽性を示すものがあつた,

以上の様に HA、 CF、 oochteHony 法によつて,異

種抗原を使つた浸漂他の人プイラリブ症を診断すること

は極めて困難であることが認められた.

従来動物尖験で DEC 治疫を行つた前後の HA 灰応

に変化は認められなかつたが,タヒチ島の忠者の小,

Ut0 抗原に対して治療前に陰性であつたものが商率に

陽壮に変化した三とは興味深い.

まとめ

本研究は沖紲で採取したバンク=フト糸状虫のミクロ

フィラリア(mD 陽性者を含む98検体,タヒチ島で得た

パンクロブト糸状虫陽性岩の治療前後の血清を用いて,

1,ihノノhog,1'ι1ιN ι"υ'hN'i (Lito),1)h"1π1ιU'i" iJ/1リ1iιム

Φiro)を抗煉として問接赤血球凝集反応(HA).補体

綜合反応(CF),,ゲル内沈降反応(1D)を試みた.ス

ι'αⅡ'hu、i 災験感雰、コトンラット血i当の HA 反此てを gι

極抗原Φ廿0)を用いて調べ,人宗状虫診断のための方

法や,抗原の麺類の比較を行なつた.

HA 反応.沖抑血'行にういて, Lit0 抗原で mf1場性

血清15中,陽性14,陰性血清83巾,陽牲78であつた.

Dir0 打σ京では mf 陽性血消中11が陽性, mf 陰性血清

中77が陽性を示した.タヒチで採取Lた陽性血清18中,

Lit0 抗卯て 9検体の陽性反応を示した. Diethylcarba・

maZ血e 治療前に HA 反応陰性であつた7検体中4が

治療後陽性を示し,陽性率が30%上昇.した.この陽性反

応は治療後1力月1珂も継続していた,ι'αυ・hⅡ、i を感染

させたコトンラットの血消に対,る D北0抗原での HA

反応では,感染血清75中,陽性反応15であつた.この結

果,同種抗原を用いた成績での陽性率93%以上と比べ明

らかに低いことが認められた,

CF 反応. Lito, Dir0 抗原共に,沖縄血;青98.タヒ

チ血清闘検体に対し全て陰性反応を示した.



Ⅱ)反応:i中繩,タヒチの血清に0いて, D辻0.1"ito,

才1Ⅱgio.カ・0"g〕,hがαUリ0Jルリ1SiS の 3種市勺原に史1し,ほと

んどのものが陰性反応を示したが,少数の検体に沈降線

をみとめたものがあうた.コトンラット血消75検体にっ

いては, Lit0 抗原に対して各々に 1~4 の沈降線か認

められたが, Dk0打σ原では陽性率がわずか9%であっ

た,又非感染血清56検体は全て陰性であった.

浸淫地における人血消にっいて検討Lた結果, HA反
応は特異性に乏しく,異極抗原では CF,1D 反応が現
れないことが認められた.
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IMMUNOLOGIC REACTIONS OF HUMAN FILARIASIS TO

HETER0ιOGOUS FILARIA ANTIGENS

Masat帖N TAKAOKA. HiToshi TANAKA

(Dι,"1'hⅡC井1 0/ 1々U'asil010gJ,,1hstit"1e o/.、1edkdl SιieⅡre.しン1il・el・silJ,0メ TokJ,0)
Masao KAMIYA

(DC,'1J'hJ1ιりιι of i、1Cdiιaι 20010gj,, st.'、f'U'ia11/1a て,乃ιiTel・shJ, S'・ho0ι of .1五,diιi11ι)

Y05Nyuki sHIROMA

U)',0,'h財eNι of ハf'dia' ZO010gJ・, S'ho01 0f A1ιdiιhM, T0ιJ,0 ハ丑,dん'"1

ιリ1d l)ι,1td1 乙「hil.ιノ'δ'ii」,、)

Sete from 11Uman 61aria5is were examined for the purop0託 0'託lecti口g methods and

antigens approptiate to the diagnosis of 11Uman 五lariasis. Tesls 、vere conducted to detect antibodi.

es in 98 託ta hom okinawa includ山宮 micr061aria mf p05itives end from patients on Tahiti

、vith lv.ム'υιι1'0/h infectlons by iηdirect hemagglutination HA , complement 6Xation (CF) and

Ouchterlony'S ID tests, utilizing antigens der武,ed ιtom adult ιiionlosoide$ιa,・hlii Lito and

Dh'0.ii1ιτri"力li"U'ιis DiTO . 1n addition, sera of c0ιton rats infected with ιito"10$olde$ in the

Iabotatory were investigated by HA test using 11eter010gous Diro antigen.

HA test: with l.'ito antigen, of 15 Patients infected wit11 1V.ムaπιofti,14 Were p05itive

and 78 0f 83 rnf negative okin丑Wa sera were also positive. with Diro antigen,11 0f 15 mf

Positive samples were positive and 77 0f 83 mf negati、,e sera 5howed positive reaCιions. wit、

ιito antigen, of 18 Patieots {rom Tahiliinfected with lv.ムιUιι1・ofti,9 、vere positive by HA

test before tteatment. of 7 託ra whiC11 WeTe negative by HA test before treatment、Yilh

dietl、γIcarb丑mazi口e,4 Were found to be p05itiue nnd 3 remained negative with Lito anligen

after treatment. The percenta宮e positive whiC11 馴'aS 50% before tteatment rose t0 8006 after

treatment. This positive Teactio" was found to persist at least l mont11 after treatment. For

HA test using Diro antigen with sera of cotton Tats infected with ιiio"ι0$oidιS,15 0f 75 血.

fected seta were positiYe. The use of the hom010gous antigen was found to be more sensitive

and speci6C dlan ulat of the heter010gous antigen.

CF test; 1n a11 Setum samples,98 from okinawa aTld 38 from Tahiιi, the Teac"ons were

negaιive with botb antigens,

ID test: For 小e majority of 11Uman seTa from okinawa aDd Tahiti, the reactions were

neEaιive usi口g antigens fTom l、iι0, DiTo and Aπgio$h'ohgJ,1"s auu0πι11'ι'S. 1Π a few sera, ho、Y、

euer, precipitin bands were Tec0宮nized.1Π aⅡ 75 Sera of cottoD rats infected with l'il01πOsoides,

I t0 4 Precipitin b且τlds were found uslng Lito antigen,、V11ile in the Teaction 智iιh Diro antigen、

the percentage positive 、va5 0nly 996 eTld 皐11 56 non・infected 託ra weTe ne邑at武,e. C0口SequentlF

the resU1ιS with HA test are less speci6C t】1an with cF and lD tests in human sera from in.
fested area5、


